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研究報告書 

 

遺伝子組換えherpes simplex virus (HSV)-1であるG47Δによるウイルス療法が造血器腫瘍に

有効かどうかを明らかにするために、G47Δと同様の遺伝子改変を施したHSV-1であるT-01を用い研

究を続けてきた結果、下記の1～3がMol Therに、4がBr J Haematolに受理された。 

1. 種々の細胞系列のヒト造血器腫瘍細胞株および臨床検体新鮮腫瘍細胞がT-01により死滅

した。 

2. 細胞への感染と殺傷にはHSV-1レセプターnectin-1の発現が重要である。 

3. T-01の腫瘍内投与が遠隔の腫瘍に対する腫瘍特異的T細胞反応と抗腫瘍効果を誘導し

た。 

4. T-01が形質細胞腫瘍に対し、サリドマイド誘導体との併用で、直接的な殺細胞効果と間接

的な免疫機序により顕著な併用効果を発揮した。 

さらに、T-01の遠隔腫瘍に対する効果がSTINGノックアウトマウス、MyD88ノックアウトマウスで減弱

することから、STINGとTLRによるウイルスDNAの認識が抗腫瘍T細胞反応の誘導に重要と考えられ、

今後の発展研究への足がかりとなった。 

 

 


